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第 1 章 BAC 戦略：飲料市場の再定義とアサヒの企業変革 

 

アサヒグループホールディングス（以下、アサヒ）が推進する BAC（Beer Adjacent 
Categories：ビール隣接領域）戦略は、単なる商品ラインの拡充に留まらない。それ

は、深刻な市場環境の変化に対応し、企業としての存在意義そのものを再定義しようと

する、根本的な経営の舵取りである。この戦略は、アサヒを伝統的なビール製造企業か

ら、消費者の「Well-being（ウェルビーイング）」に応える「グローカル」な総合飲

料・ウェルネス企業へと変貌させる原動力となっている。 

 

1.1 BAC 戦略の定義：ノンアルコールビールを超えて 

 

BAC 戦略は、消費者のニーズ多様化、健康志向の高まり、そして若年層を中心とした

アルコール離れという、不可逆的な社会トレンドに対するアサヒの戦略的回答である 
1。その対象は、低アルコール飲料、ノンアルコールビールテイスト飲料、そして成人

向け清涼飲料など、文字通り「ビールの隣接領域」を幅広くカバーする 2。この戦略的

なポートフォリオの広がりは、従来のビール事業では捉えきれなかった消費機会を創出

し、新たな収益源を開拓することを目的としている。 

この戦略は、アサヒの中長期経営方針の根幹を成すものであり、既存事業の強化と並行

して新規領域を拡大することで、持続的な成長を実現するための核心的な柱と位置づけ

られている 3。それは、短期的な売上増を狙う戦術ではなく、企業の未来を形作るため

の長期的な設計図なのである。 

 

1.2 戦略の背景（The "Why" ）：市場の要請と新ポートフォリオへの転換 

 



アサヒが BAC 戦略を推進する背景には、明確な市場分析と未来予測が存在する。同社

は、長期戦略のコンセプトとして「おいしさと楽しさで“変化する Well- be ing”に応

え、持続可能な社会の実現に貢献する」ことを掲げている 3。これは、事業成長を社会

的な価値創造と直結させるという強い意志の表れである。 

具体的な市場環境として、日本では飲酒をしない層が飲酒層の人口を上回っており、特

に若年層においては飲酒可能であってもあえて飲まない選択をする人々が増加している 
8。この人口動態の変化は、旧来のビジネスモデルにとっては深刻な脅威であると同時

に、未開拓の巨大市場の存在を示唆している。 

さらに、この傾向は日本国内に限定されない。世界的には「ソバーキュリアス（Sober 
Curious）」やマインドフルな消費といったトレンドが拡大しており、BAC 戦略はこう

したグローバルな消費潮流に合致する、計算された一手である 9。アサヒは、国内の課

題解決とグローバルな機会創出を同時に狙っているのである。 

 

1.3 実現の手段（The "How" ）：企業目標達成のエンジンとしての BAC 

 

BAC 戦略は、単なる新商品カテゴリーの創出に留まらず、アサヒが掲げる複数の企業

目標を達成するための強力なエンジンとして機能している。 

プレミアム化の推進 
「アサヒ ゼロ」や「未来のレモンサワー」に代表される革新的な BAC 商品は、高付加価値製

品として市場に投入されている 5。これにより、従来の数量競争から脱却し、ブランド価値に

基づいた「バリュー競争」へとビジネスモデルを転換させ、事業全体の利益率向上に貢献して

いる 12。 
グローバル展開の加速 
BAC のコンセプトは、欧州、オセアニア、東南アジアといった海外事業においても、現地の嗜

好に合わせて展開される中核戦略の一部となっている 2。例えば、オセアニアでは酒類と飲料

を融合させた「マルチビバレッジ戦略」の中核として BAC 領域でのイノベーションが推進さ

れており 3、グローバルな成長ドライバーとしての役割を担っている。 
サステナビリティとの統合 
BAC 戦略は、サステナビリティ目標と深く結びついている。環境配慮型の新しい容器包装の開

発や、アプリ連動型ウォーターサーバー「WATER.BASE」のようなサステナブルなサービスモ

デルの提供は、BAC 戦略が創出する新しい市場そのものの一部である 2。これにより、事業成

長と社会課題解決の両立を目指している。 
これらの動きを統合的に分析すると、BAC 戦略が単なる製品戦略以上の、より高次元



な企業戦略であることが明らかになる。伝統的なビール市場は、人口動態の変化、健康

志向の深化、そしてアルコールに対する規制強化といった構造的な脅威に直面している 
1。これは企業にとって長期的なリスク要因である。BAC 戦略は、成長性が見込めるだ

けでなく、規制や社会的圧力の性質が異なるカテゴリーへと収益源を多角化させること

で、このリスクを直接的にヘッジするものである 3。 

さらに、この戦略転換を「Well- be ing」や「スマートドリンキング」といった社会的に

肯定的な文脈で語ることにより、アサヒは自らを社会トレンドの「正しい側」に位置づ

けている。これは、潜在的な脅威を成長機会へと転換させ、アルコール製造企業として

のレピュテーションリスクを低減させる効果を持つ。したがって、BAC 戦略は、消費

者中心の製品戦略という外観を持ちながら、その実態は、企業の財務的・評判的リスク

プロファイルを低減し、長期的な企業価値を高めるための、極めて洗練されたヘッジ手

段であると言える 7。 

 

第 2 章 BAC とブランド知財の共振的進化：「スマートドリンキン

グ」革命 

 

アサヒは、ブランドや商標といった知的財産を、単に製品を販売するためのツールとし

てではなく、新たな市場カテゴリーとその文化的な物語を創造し、所有するための戦略

的資産として活用している。この動きの中心にあるのが「スマートドリンキング」とい

う概念である。 

 

2.1 「スマートドリンキング（スマドリ）」：スローガンから戦略的知財資産へ 

 

「スマートドリンキング（スマドリ）」は、アサヒグループホールディングスによって

登録された商標であり、単なるマーケティングキャンペーンを超えた、法的に保護され

た知的財産資産である 15。そのコンセプトは、「飲む人も飲まない人も、体質や気分に

合わせて自由に楽しめる社会」の実現を掲げている 8。この定義は、低アルコールやノ

ンアルコール飲料の選択を、「飲めないから仕方なく」というネガティブな代替行為か

ら、「自分の意思で積極的に選ぶ」というポジティブなライフスタイルへと再フレーミ

ングする力を持つ。 



この概念的知財は、強力なアンブレラブランドとして機能し、「アサヒ ゼロ」のよう

なノンアルコール飲料から、「ビアリー」のような 0 .5%の“微アルコール”、「ドライ

クリスタル」のような 3.5%の低アルコール飲料まで、多様な製品ポートフォリオを、

一貫した哲学の下に統合している 19。 

 

2.2 エコシステムの構築：合弁会社「スマドリ株式会社」の設立 

 

アサヒは、広告業界大手の電通デジタルと合弁会社「スマドリ株式会社」を設立した 
20。これは、単に製品を売るだけでなく、スマドリを中心としたエコシステムを構築す

るという明確な戦略的意図を示す、極めて重要な一手である。 

この合弁会社の目的は、デジタルマーケティング、データ分析、そして消費者との直接

的なエンゲージメントを駆使して、「スマートドリンキング」ムーブメントを加速させ

ることにある 15。この構造自体が、一種の知財ライセンス・パートナーシップモデルを

形成している。アサヒは「スマートドリンキング」のブランドとコンセプトを合弁会社

にライセンス供与し、合弁会社は電通デジタルのデジタル専門知識を活用してコミュニ

ティを形成し、消費者インサイトを収集する。これにより、フィードバックと製品開発

の好循環が生まれるのである 21。 

 

2.3 BAC ポートフォリオにおけるブランドアーキテクチャと商標戦略 

 

アサヒのブランド戦略は、新市場の創造と既存資産の活用の両面から、緻密に設計され

ている。 

新コンセプトのための新ブランド創設 
アサヒは、主要な BAC 製品に対して、明確な個性を持つ新ブランドを立ち上げている。 
● アサヒ ゼロ: ビール愛好家も納得する本格的な味わいを追求したノンアルコールビ

ールテイスト飲料の頂点として位置づけられている。「ビールのうまさにこだわる

人の Alc.0.00% 」というブランディングは、「ノンアルコールは妥協の産物」とい

う従来の認識を覆すことを目的としている 23。 
● ビアリー: アルコール度数 0.5%という「微アル（びある）」カテゴリーを創出し

た。そのブランディングは、読書や SNS を楽しみながらといった「ながら飲み」



という新しいライフスタイルを提案し、大きな酔いを伴わずにビールのような満足

感を得られる価値を提供する 25。 

マスターブランドの活用 
同時に、アサヒは自社の強力な既存ブランド資産を BAC 領域に拡張している。 
● アサヒスーパードライ 0.0% : 世界的に展開されるこの製品は、「スーパードラ

イ」の絶大なブランドエクイティを活用し、特に海外市場において、信頼できるノ

ンアルコールの選択肢を提供する 26。 
● スタイルバランス: 機能性表示食品として長年の実績を持つブランドであり、現在

は特定の健康上の便益に焦点を当てながら、より広範な「スマートドリンキング」

の物語に統合されている 19。 

これらのブランド戦略を支えるのが、積極的なマーケティングコミュニケーションであ

る。アサヒは、ダウンタウン、渡辺直美、BLACKPINK といった影響力の大きい著名人

を起用し、大規模な広告キャンペーンを展開することで、「スマートドリンキング」と

いう概念と、それに関連する製品群を文化的なメインストリームに根付かせようとして

いる 19。 

この一連の動きは、アサヒが「スマートドリンキング」という知的財産を用いて、市場

の「カテゴリー・キャプチャー（領域の占有）」を仕掛けていることを示唆している。

彼らは単にノンアルコール市場内で競争しているのではない。マインドフル・ドリンキ

ングというカテゴリー全体の言語、規範、そして構造を積極的に定義し、競合他社がア

サヒの構築した枠組みの中で反応せざるを得ない状況を作り出しているのである。 

「スマートドリンキング」以前の市場は、ノンアルコールビールや低アルコール飲料が

断片的に存在するだけで、その物語は「我慢」や「代替」といったネガティブなものだ

った 9。アサヒは「スマートドリンキング」を創造し、商標登録することで 17、この概

念を法的に所有した。命名と定義という行為自体が、強力な知的財産となる。そして、

この新しいカテゴリーに自社製品群（「ゼロ」、「ビアリー」等）を投入し、大規模か

つ一貫したマーケティングを通じてその所有権を文化的に強化した 19。 

その結果、競合他社は対応を迫られている。サントリーの「攻めのノンアル」キャンペ

ーン 33 や、キリンの「スロードリンク」という概念の推進 34 は、アサヒが先鞭をつけ

た「代替から積極的選択へ」という市場の物語転換に対する応答である。彼らは、アサ

ヒが定義した土俵の上で戦うことを暗に認めているのである。このように、「スマート

ドリンキング」の商標とブランド知財は、アサヒにとって収益性の高い新市場を創造す

ると同時に、競争の舞台そのものを自社に有利な形に再構築する、戦略的な挟撃作戦と

して機能している。 



表 1： 「スマートドリンキング」知財エコシステムの解体 

 

エコシステム構成要

素 
戦略的役割 主要な知財保護／資

産 
関連資料 

中核コンセプト 市場の物語を「代

替」から「積極的選

択」へと再定義する 

ブランド・アイデン

ティティと物語 

8 

アンブレラ商標 コンセプトの法的独

占権を確保し、多様

な製品群を統合する 

登録商標「スマート

ドリンキング®」 

15 

合弁事業 デジタルマーケティ

ングを駆使し、コン

セプトの浸透を加速

させる 

ライセンス／パート

ナーシップ契約（ス

マドリ株式会社） 

20 

旗艦製品ライン 多様な消費者のニー

ズに応え、コンセプ

トを具現化する 

製品商標（「アサヒ 
ゼロ®」、「ビアリー

®」等） 

23 

コミュニケーション コンセプトを文化に

根付かせ、ブランド

認知を最大化する 

クリエイティブ資産

（CM 等）の著作権 

19 

リアルな体験拠点 消費者との直接的な

接点を持ち、データ

収集とファン育成を

行う 

トレードドレス／店

舗デザイン（スマド

リバー） 

21 

 

第 3 章 技術的主権：BAC 製品革新の基盤となる特許とノウハウ 

 



BAC 戦略の成功は、巧みなブランディングだけで成し遂げられるものではない。その

根底には、「スマートドリンキング」という魅力的なコンセプトを、技術的に優れ、消

費者を満足させる製品として具現化するための「ハード」な知的財産、すなわち特許と

ノウハウの強固な基盤が存在する。 

 

3.1 ノンアルコールフロンティア：本物の味わいを求めて 

 

中核技術 -  脱アルコール製法 
アサヒは、一度ビールを醸造した後にアルコール分を除去する「脱アルコール製法」に多額の

投資を行っている 35。この製法は、ビール特有の複雑な発酵香を残すことができるため、「本

物のビールらしい」味わいを実現する上で極めて重要である。同社がこの技術の製造能力を倍

増させるために約 5 億円の設備投資を行った事実は、その戦略的重要性の高さを物語っている 
35。 
特許化された革新技術 
一般的な脱アルコール製法は公知であるが、アサヒは独自の改良を加え、特許によって保護し

ようとしている。「ビアリー」においては、エキス分を調整して味わいに厚みを持たせる技術

で特許を出願中である 25。「アサヒ ゼロ」の差別化要因である「ブリューゼロ製法」は、通

常の倍以上のうまみ成分を残すように設計された独自技術であり、その優位性を支えている 
23。 
要塞としてのノウハウ 
特許ポートフォリオの背後には、模倣が困難な、深く蓄積された操業ノウハウが存在する。ア

サヒは、中核事業であるビール製造で長年培ってきた酵母の培養・管理技術を、酵母エキスと

いった新規事業に応用している 5。このような特許化されていない暗黙知は、競合他社にとっ

て参入障壁の高い、見えざる要塞となっている。 
 

3.2 RTD フレーバーマトリックス：缶に詰められた特許 

 

競争が激しい RTD（Ready to Drink）市場において、知的財産はユニークで防御可能な

製品価値を創造するための武器となる。 

● 用途発明の活用: アサヒは「アサヒもぎたて」ブランドにおいて、収穫後すぐに搾

った果汁を使用することで美味しさが向上するという「用途発明」で特許を取得し

ている 38。 
● 香味安定化技術: 柑橘系 RTD で発生しがちな劣化臭を抑制する技術は、重要な特許



領域である。アサヒは、リモネンとノナナールといった特定の化合物の含有比率を

制御することでオフフレーバーを抑制する方法に関する特許を保有しており、製品

開発における高度な科学的アプローチを示している 39。 
● 独自製法の特許化: 同社はまた、非加熱のフルーツエキスと、ニッカウヰスキーの

特許技術を用いたフルーツスピリッツを組み合わせることで、甘さを残さずにスッ

キリとした味わいを実現する「ウィルキンソン RTD」の独自製法も保護している 
40。 

 

3.3 IP としての容器包装：「生ジョッキ缶」とサステナビリティ技術 

 

体験価値を創造する IP 
「アサヒスーパードライ 生ジョッキ缶」は、容器包装の革新が知的財産として保護された典型

例である。缶の内面に施された特殊な塗料が自然にきめ細かい泡を発生させるこの技術は特許

で保護されており、製品と容器の境界を曖昧にするユニークな顧客体験を提供する 41。この成

功した IP は、「未来のレモンサワー」のように、本物のレモンスライスが浮き上がるという体

験価値を提供する新製品にも横展開され、IP 投資からのリターンを最大化している 43。 
サステナビリティを推進する IP 
アサヒは「3R+Innovation」戦略を掲げ、サステナビリティ関連の容器包装技術を新たな IP フ

ロンティアと位置づけている 13。 
● ケミカルリサイクル技術: 2030 年までに PETボトルを 100%リサイクル素材等に

切り替えるという野心的な目標を達成するため、アサヒはペットリファインテクノ

ロジー社のような、特許化されたケミカルリサイクル技術を持つ企業への投資や提

携を通じて、その技術へのアクセスを戦略的に確保している 44。 
● 軽量化と新素材: パートナー企業が開発した軽量な缶蓋「EcoEnd TM」の採用 5

や、プラスチック代替の新素材開発も、IP を駆使したサステナビリティ推進の一

環である。 

これらの技術的知的財産の活用方法を俯瞰すると、アサヒが技術の性質や競争環境に応

じて、特許とノウハウ（トレードシークレット）を戦略的に使い分ける「ポートフォリ

オ・アプローチ」を採用していることがわかる。これは、洗練された「メイク・オア・

バイ」の IP 判断プロセスである。 

まず、消費者が直接知覚でき、独自のセールスポイントとして訴求する必要がある技

術、例えば「生ジョッキ缶」の泡立ち機能 41や RTD の特定の香味構成 39 については、

特許化を選択する。これにより、競合他社の模倣を法的に阻止し、「特許技術」を謳っ



たマーケティングストーリーを構築できる。 

次に、リバースエンジニアリングが困難で、長期的かつ累積的な競争優位をもたらす基

盤的プロセス、例えば独自の酵母株とその培養方法 5 や、ビール醸造における微細な工

程最適化などについては、営業秘密として秘匿する。これらを特許として公開すること

は、自社の核心的な技術を競合に教えることに等しいからである。 

最後に、サステナビリティ目標達成に不可欠だが、自社の飲料製造という中核的能力と

は異なる技術、例えばケミカルリサイクル技術については、自社開発ではなく投資や提

携を通じて「バイ（購入）」する 45。これは、自社でゼロから開発するよりも資本効率

が高い。 

このアプローチは、「すべてを特許化する」という画一的なものではなく、リスク、リ

ターン、競合へのシグナリング、そして自社の中核的能力を総合的に勘案し、個々の技

術革新を公開された特許で保護するのか、秘匿されたプロセスとして守るのか、あるい

は戦略的提携を通じて確保するのかを判断する、成熟した IP 戦略の証左である。 

 

第 4 章 知財の戦場：新飲料時代における競争力学 

 

アサヒの BAC 戦略は、単独の成功に留まらず、業界全体の競争構造を揺るがし、知的

財産を新たな市場における中心的な武器へと変貌させた。競合他社がどのように反応

し、知財を巡る攻防がどのように展開されているかを分析する。 

 

4.1 ケーススタディ：「ドライゼロ」特許訴訟 -  決定的紛争 

 

紛争の勃発 
20 15 年、サントリーはアサヒに対し、同社のノンアルコールビールテイスト飲料「ドライゼ

ロ」が、特定の pH と低エキス分を特徴とする自社の特許（第 5382754 号）を侵害していると

して、製造販売の差し止めを求める訴訟を提起した 47。これは、「最後の金脈」と目された、

成長著しいノンアルコール市場における直接的な挑戦であった 50。 
アサヒの反論 
アサヒの対抗戦略は、非侵害を主張するのではなく、サントリーの特許自体が新規性・進歩性

を欠き、無効であるというものだった 52。彼らは、当該発明が、特許出願日以前に市場に存在



した製品（サントリー自身の「オールフリー」やアサヒの「ダブルゼロ」を含む）から容易に

導き出せるものであると主張した 48。 
判決と和解 
一審の東京地方裁判所はアサヒの主張を認め、サントリーの特許は無効にされるべきものとの

判断を下した 47。最終的に、この訴訟は控訴審で和解が成立し、双方の請求が取り下げられ、

アサヒは「ドライゼロ」の販売を継続することが可能となった 48。 
戦略的影響 
この訴訟は、BAC 領域における画期的な出来事となった。それは、特許が攻撃の「剣」である

と同時に、防御の「盾」にもなり得ることを示した。また、既存技術の自明な改良を特許化し

ようとする行為のリスクを浮き彫りにした。この一件以降、業界各社は特許出願においてより

慎重かつ厳格になり、同時に競合他社の脆弱な特許に対しては、より積極的に異議を申し立て

るようになったと考えられる。 
 

4.2 競合 IP 戦略比較：四社の競争 

 

「ドライゼロ」訴訟を契機として、日本の大手飲料メーカー4 社の BAC 領域における

IP 戦略は、それぞれ異なる方向へと進化・分化している。 

● アサヒ： 「概念の所有」＋「技術的優位性」戦略 
「スマートドリンキング」というブランド IP で市場カテゴリーそのものを定義

し、それを「ブリューゼロ製法」や「生ジョッキ缶」といった特許・ノウハウに裏

打ちされた技術的に優れた製品で具現化する 17。市場のルール作りと製品力の両

面で主導権を握る戦略である。 
● キリン： 「先駆的技術」＋「健康機能ブランディング」戦略 

特許化された「アルコールを生成しない製法」を用いて世界初のアルコール

0 .0 0 %製品「キリンフリー」を発売したパイオニアである 55。現在の戦略は、

「グリーンズフリー」の「おいしさ・爽快感」や、「カラダ FREE」の「お腹周り

の脂肪を減らす」といった、独自の R&D に根差した特定の価値提案とブランドを

強く結びつけることに焦点を当てている 34。特に糖質ゼロビールの技術では知財

功労賞「特許庁長官表彰」を受賞するなど、技術力と IP 活用で高い評価を得てい

る 59。 
● サントリー： 「マーケティング主導の市場創造」＋「広範なポートフォリオ」戦

略 
訴訟後、サントリーのアプローチは、個別の特許紛争よりも、広範な市場創造へと

シフトしたように見える。専門部署「ノンアル部」を新設し、50 億円規模のマー

ケティング投資を伴う「攻めのノンアル」キャンペーンを展開している 33。彼ら



の IP は、「オールフリー」や「のんある気分」といった強力なブランドポートフ

ォリオ、迅速な商品開発力、そして RTD 市場を席巻する特許製法「-196℃製法」

に存在する 62。個別の特許で戦うのではなく、マーケティングと広範な製品群で

市場を圧倒しようとする戦略である。 
● サッポロ： 「ニッチ差別化」＋「ファストフォロー」戦略 

サッポロは、主要なトレンドに追随しつつも、独自の機能性を加えることで差別化

を図る「ファストフォロワー」としての地位を確立している。例えば、「うまみ搾

り」に「尿酸値を下げる」という世界初の機能を付加して発売したのがその典型例

である 63。この「異質的同質化」戦略 64 により、上位 3 社のような巨額の R&D
やマーケティング投資をせずとも、特定のニッチ市場で競争力を確保している。 

この状況は、BAC 市場が知財の「軍拡競争」を引き起こし、それが各社の戦略的分岐

を促したことを示している。サントリーが当初試みた訴訟ベースのアプローチの失敗

は、業界全体を、より複雑で多層的な IP 戦略へと向かわせた。そこでは、ブランド、

ノウハウ、そしてエコシステム構築が、個別の製品特許と同等か、それ以上に重要にな

っている。 

当初、BAC 市場は、サントリーが試みたように、一つの重要な製法特許で競合をブロ

ックできる伝統的な消費財市場のように見えた 50。しかし、アサヒがその特許の有効性

に異議を唱え、成功したことで 48、先行技術が多数存在するこの分野では、単純な「ブ

ロック特許」戦略は高リスクで効果が薄いことが明らかになった。これにより、業界全

体で戦略の再考が促された。アサヒは、模倣困難なノウハウと強力な概念的ブランド

IP（「スマートドリンキング」）を組み合わせる包括的な戦略を強化した 5。一方、訴

訟で「火傷」を負ったサントリーは、法務・特許主導から市場・ブランド主導の戦略へ

と劇的に転換した。「ノンアル部」の設立と巨額のマーケティング予算 61 は、その象

徴である。キリンは、深い R&D と焦点を絞ったブランディングという独自の道を歩み

続けている 34。この結果、アサヒは「概念の所有」、サントリーは「マーケティング規

模」、キリンは「技術ブランディング」でリードするという、興味深い競争力学が生ま

れている。知財戦争の舞台は、もはや法廷だけではなく、消費者の心の中、研究開発ラ

ボ、そしてマーケティング計画のすべてに広がっているのである。 

表 2： 国内 BAC 市場における競合 IP 戦略比較 

 

企業名 包括的 IP 戦 旗艦 BAC ブ 主要な特許／ 特筆すべき戦 関連資料 



略 ランド 独自技術 略的行動 

アサヒ 概念の所有＋

技術的優位性 
アサヒ ゼロ, 
ビアリー, ス
マートドリン

キング 

ブリューゼロ

製法, 生ジョ

ッキ缶技術 

「スマドリ」

合弁事業設

立, サントリ

ーとの特許訴

訟で勝利 

17 

キリン 先駆的技術＋

健康機能ブラ

ンディング 

グリーンズフ

リー, カラダ

FREE 

アルコールを

生成しない製

法, 糖質ゼロ

技術 

世界初の

0 .0 0 %製品

発売, 知財功

労賞受賞 

34 

サントリー マーケティン

グ主導の市場

創造 

オールフリ

ー, のんある

酒場 

-196℃製法

（RTD） 
「ノンアル

部」設立, 50
億円規模のマ

ーケティング

投資 

61 

サッポロ ニッチ差別化 うまみ搾り 機能性成分の

配合技術 
「異質的同質

化」戦略によ

る製品投入

（例：尿酸値

低下機能） 

63 

 

第 5 章 BAC ビジョンのグローバル化：国際的な IP・ライセンス戦

略 

 

アサヒは、国内で成功を収めた BAC 戦略とそれに付随する IP 戦略を、一貫したグロ

ーバル戦略へと昇華させようとしている。その遂行において、M&A、ライセンス、そ

してパートナーシップが重要なツールとして活用されている。 

 

5.1 IP 獲得エンジンとしての M&A 



 

20 16 年から 20 17 年にかけての欧州事業、そして 20 20 年の豪カールトン＆ユナイテ

ッドブルワリーズ（CUB）の買収は、アサヒのグローバル展開における根幹を成すも

のである 7。これらの買収は、単に市場シェアを獲得するためだけではなかった。それ

は、「ペローニ」や「ヴィクトリア・ビター」といった強力なローカルブランド、広範

な販売網、そして現地の製造・マーケティングノウハウといった、無形の知的財産を獲

得するための戦略的投資であった。 

これにより、アサヒは「グローカル」なブランドポートフォリオを構築することが可能

になった。すなわち、強力なローカルブランドを基盤としながら、そこに自社のグロー

バルプレミアムブランド（「アサヒスーパードライ」、「ペローニ」）や BAC のコン

セプトを導入し、既存のネットワークを通じて展開するという戦略である 2。 

この戦略に伴うリスクは、バランスシート上に計上される巨額の「のれん・無形資産」

である。買収したブランドの業績が低迷した場合、これらの資産は減損処理の対象とな

り、業績に大きな打撃を与える可能性がある 65。したがって、買収によって獲得したブ

ランド IP を効果的に管理し、活用することは、財務上の安定性を維持する上でも極め

て重要となる。 

 

5.2 BAC モデルの輸出：グローバル市場への IP 適応 

 

アサヒは BAC 製品を体系的に世界市場へ展開している。「アサヒスーパードライ 
0 .0 %」は、ラグビーワールドカップやマンチェスター・シティ FC といったグローバ

ルなスポンサーシップを通じて高まったブランド認知度を追い風に、英国、アイルラン

ドをはじめとする主要市場で発売された 26。 

その戦略は地域ごとに最適化されている。欧州では、既存の強力なブランドポートフォ

リオ内でのプレミアム化とノンアルコールへのシフトが焦点となっている 68。オセアニ

アでは、BAC とウェルネスカテゴリーにおけるイノベーションを推進する「マルチビ

バレッジ戦略」が採用されている 3。そして、巨大な成長市場である東南アジアでは、

プレミアム製品や植物由来製品で市場を攻略しようとしている 2。 

「スマートドリンキング」という概念 IP もまた、製品と共に輸出されている。韓国・

ソウルで期間限定のバー「# SUMADORI Me」をオープンしたことは、そのコンセプト



を新たな市場に紹介する試みである 28。これは、製品だけでなく、その背景にある思想

や文化ごと輸出するというアサヒの意図を示している。 

 

5.3 市場投入を加速するライセンスとパートナーシップ 

 

国内における電通デジタルとの合弁会社「スマドリ」の設立は、専門家とのパートナー

シップが新コンセプトの普及をいかに加速させるかを示す好例である 20。このモデル

は、今後の国際展開におけるテンプレートとなり得る。 

グローバルレベルでは、アサヒは影響力の大きいパートナーシップをブランド構築と

IP 戦略の中核に据えている。シティ・フットボール・グループやラグビーワールドカ

ップとの提携は、アルコール製品である「アサヒスーパードライ」と、ノンアルコール

製品である「0 .0 %」の両方を同時にプロモーションするために明確に活用されている 
27。これにより、BAC 製品がブランド体験の正当な一部であるという認識を消費者に植

え付けている。 

さらにアサヒは、東洋製罐と UACJ が共同開発した缶蓋「EcoEnd TM」をライセンス

導入するなど 5、必要な IP を必ずしも自社で所有することなく、外部から調達すると

いう実用的なアプローチも取っている。 

アサヒの国際的な IP 戦略は、洗練された「ハブ・アンド・スポーク」モデルとして機

能している。日本の「ハブ」が、脱アルコール技術のような中核的な技術 IP や、「ス

マートドリンキング」のような概念 IP を開発する。そして、欧州やオセアニアといっ

た海外の「スポーク」（地域統括会社）が、これらの IP 資産を現地のブランドポート

フォリオや市場文脈に適応させ、展開する権限を与えられている。 

具体的には、中央の研究開発部門が基盤技術やコンセプトを開発する 70。例えば、中核

となる脱アルコール技術は日本で開発され、世界中の工場に導入される 27。「スマート

ドリンキング」のコンセプトも日本で生まれた 9。M&A を通じて、アサヒは独自の貴

重なブランド IP と市場知識を持つ強力なローカルの「スポーク」を獲得する 7。そし

て、「ハブ」はこれらの「スポーク」に中核的な IP 資産を提供する。脱アルコール技

術の製品化である「アサヒスーパードライ 0 .0 %」は欧州のスポークによってマーケテ

ィングされ 27、「スマートドリンキング」のコンセプトは韓国チームに渡され、現地の

ポップアップバーとして具体化される 28。 



このモデルは、グローバルな一貫性とローカルな適合性の両立を可能にする。中核 IP
は競争優位性と統一された戦略的方向性を提供し、ローカルチームは市場アクセスと文

化的な翻訳を担う。これこそが、同社が掲げる「グローカルな価値創造企業」 7 の本質

であり、規模と専門性の両方を追求するために設計された IP 戦略なのである。 

 

第 6 章 統合と戦略的提言：未来に向けた IP 設計図 

 

本レポートは、アサヒの BAC 戦略が同社および飲料業界全体の知的財産戦略に与えた

多岐にわたる影響を分析してきた。最終章では、これらの分析結果を統合し、アサヒお

よび業界の競合他社に対する未来志向の戦略的提言を示す。 

 

6.1 統合分析：BAC- IP フライホイール 

 

本分析を通じて明らかになったのは、アサヒの BAC 戦略と IP 戦略が個別の機能とし

て存在するのではなく、相互に強化し合う、緊密に統合された「フライホイール（弾み

車）」を形成しているという事実である。 

このフライホイールは以下のように回転する。 

1. 市場インサイトと R&D：「Well-being」という社会トレンドを捉え、研究開発を

始動させる。 
2. 技術 IP の創出：新製品を実現するための特許やノウハウ（脱アルコール製法な

ど）を開発・確保する。 
3. ブランド・商標 IP の構築：「スマートドリンキング」という概念を創造・商標登

録し、新たな市場カテゴリーを定義する。 
4. 市場創造と成長：BAC 製品の販売を通じて、新たな市場を確立し、収益を拡大す

る。 
5. 再投資とエコシステム構築：得られた収益を、合弁事業の設立、グローバル展

開、パートナーシップの強化に再投資し、エコシステムを強固にする。 
6. このサイクルが、より深い市場インサイトを生み、次の R&D へと繋がり、フライ

ホイールの回転をさらに加速させる。 



この統合モデルにより、アサヒは縮小する市場を防衛する立場から、新たな市場を積極

的に創造し、主導する立場へと転換することに成功した。同社の知的財産は、もはや法

的な盾ではなく、価値創造エンジンの核心的な構成要素となっているのである 14。 

 

6.2 アサヒグループへの戦略的提言 

 

● 「概念的堀」の強化: 「スマートドリンキング」が持つ物語性をさらに深化させる

べきである。単なる「選択の自由」から、精神的な充足感、社会的な繋がり、生産

性の向上といった、より高次の価値へと進化させることが求められる。「スマド

リ」の合弁事業を活用し、パーソナライズされた飲料提案やサブスクリプションモ

デルといったデータ駆動型サービスを展開し、顧客のロックインを図るべきであ

る。 
● IP ポートフォリオのライセンス化: 「生ジョッキ缶」に代表されるユニークな顧客

体験を提供する技術は、アサヒ自社製品以外にも価値を持つ。非競合分野（例：清

涼飲料、コーヒー）の企業への戦略的ライセンス供与を検討し、新たな収益源を確

保すると同時に、アサヒの技術を業界標準として確立させることを目指すべきであ

る。 
● 「ホワイトスペース」発見のための IP ランドスケープ活用: 高度な IP 分析（IP ラ

ンドスケープ）を駆使し、健康、サステナビリティ、飲料の交差点に存在する未開

拓の技術的「ホワイトスペース」（例：機能性素材、バイオ技術由来の香料、次世

代包装材）を特定する 71。これにより、次なる BAC スタイルの市場創造に向けた

R&D や M&A の方向性を定めることができる。 
● グローバル IP ガバナンスモデルの形式化: 「ハブ・アンド・スポーク」型の IP モ

デルを正式な制度として確立する。グローバルブランドとローカルブランドの使い

分けに関する明確なブランドアーキテクチャ・ガイドラインを策定し、技術ノウハ

ウを地域間で共有・適応させるための中央集権的なシステムを構築する。これによ

り、グローバルな R&D 投資や M&A から得られるシナジーを最大化できる 72。 

 

6.3 業界競合他社への示唆と提言 

 

● 製品単体での競争は不可能: 今後、アサヒと競争するためには、単に味の良いノン

アルコールビールを開発するだけでは不十分である。「スマートドリンキング」に



対抗しうる、説得力のある概念的な物語と、それを支えるエコシステム戦略が不可

欠となる。サントリーの「ノンアル部」設立はその一歩だが、明確で、ポジティブ

で、所有可能な消費者哲学に裏打ちされる必要がある。 
● 特許 vs. ノウハウの再計算: 「ドライゼロ」訴訟は、他社にとって重要な教訓であ

る。競合他社は、異議申し立てが困難な IP ポートフォリオの構築に注力すべきで

ある。すなわち、深く、プロセスに根差したノウハウ（営業秘密）、模倣困難なユ

ニークな顧客体験特許（「生ジョッキ缶」のような）、そして強力で概念的に豊か

なブランドである。 
● 戦略的パートナーシップの追求: アサヒはパートナーシップ（電通デジタル、リサ

イクル技術企業）の力を証明した。競合他社も、自社に不足している技術、デー

タ、マーケティングの専門知識を獲得するために、独自の提携を模索すべきであ

る。これは、すべての能力を自社で構築しようとするよりも、機敏に競争するため

の有効な手段である。 
● 次なるフロンティアはグローバルと機能性: 戦いの舞台は海外へ、そして機能性へ

と移行している。競合他社は、明確なグローバル IP 戦略を策定し、検証可能な健

康上の便益（キリンが先行しているように）に関する R&D に投資しなければ、ポ

スト BAC 時代の次なる価値創造の波に乗り遅れるだろう 10。飲料市場の未来は、

グローバルな嗜好、個人の健康、そして地球の持続可能性が交差する点に存在す

る。 
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